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大豆 品種 の 節間長

一 環境 （播種期 ， 遮光お よび栽植密度 ）に よ る

　　　　　　　　節 間長 の変動
一

中村　茂樹 ・中澤　芳則
・大庭　寅雄

　 　 　 　 　 （九州農業 試験場）

’
　　 Internode　length　in　soybean

Effect　of　seeding 　time，　shading 　and 　plant

　 dens孟ty　Qn 　internode　length− ・

Shigeki　NAKAMuRA ，
　Yosh 飴 ori 　NAKAzAwA 　and 　Torao　OHBA

　　　　　　　（Kyusyu　Natl．　Agric ．　Exp ．　Stn，）

　大豆 の 主茎長 は 般 に 多照で 伸長が 抑制 され，寡 照 で

徒長 す る な ど 環境 に よ り大 き く変 動 す る。

　著者 ら
1）
は，さ き に 多数 の 大豆品種 を供試 し て そ の 主

茎 長 の 各節間長 を調査 ・検討 し た．そ して ， 第 1 節 間 は

比較的長 く，最短節間 は第 3節問 を中心 と した 節間で ，

最長 節間 は 最上 位節間 か ら数 え て 3番 目を中心 と した節

間で あ る こ と， 更 に主 茎 長 と節数 は正 の 相関関係 に あ り ，

こ の 2 形 質 は 第 1節 聞長 お よ び 最短 節間長 と負 ， 最 長 節

聞長 と正 の 相関関係 に あ る こ とな ど を明 らか に した。

　 本 報 告 は寒 冷 地 お よ び 暖 地 の 品種 を 供試 し て，播種 期

処理，遮光処理 お よび栽植密度処 理 を行 い 各節 問長 の 変

動 の 様相 を検討 した もの で ある。

　　　　　　　　　 試 験 方 法

　播種期 お よ び 遮光試験 は 1982年 に 9 品 種 （寒 冷 地 品

種 ：ナ ン プ シ ロ メ ， オ ク シ ロ メ，ス ズ ユ タ カ 。暖地品種 ：

フ ク ユ タ カ
，

ア キ ヨ シ，ヒ ュ ウ ガ，ア キ セ ン ゴ ク ， ア ソ

マ サ リ，ア ソ ム ス メ ） を供試 し ， 播 種期 処 理 は 5月 25日

播 （早 播 区 ） と 7月 15日播 （標準 区 ）の 2 水準，遮光処

理 は遮光率45％の ス テ ン レ ス 網 で 覆 っ た 小 圃 場 く遮 光 区 ）

と普通 圃 場 （無 処 理 区） の 2 水 準 で ，両 圃 と も 5 月25日

播 で 行 なっ た 。 栽培方法 は畦 間60cm， 株間15cmで 1 株 1

本 立 ， 各 プ ロ ッ トは 1畦 15株，2 反復 で あ る。

　栽植密度試験 は 1984年 に 生態お よび 形態が ほ ぼ等 しい

5 品種 （千代 姫 ，
ヒ ュ ウ ガ ，ア キ シ ロ メ，新 4 号，宇陀

大 豆 ） を 供試 し，密 度処 理 3 水 準 （畦 間 60cmに 対 し株 間

を疎植 30c皿 ， 標準 15cm， 密 植 7，5cmで 1株 1本 立 ）で各 プ

ロ ッ ト は 3 畦 6m2 ，2 反 復 で 実施 した。播 種 は 7 月 15日

で あ る。3 試験 と も以．上の 条件以 外 は 当研 究室 の 標 準 耕

種 法 に 準 じ た。調査 は 各 プ ロ ッ トか ら 生 育中庸 で しか も

節 数 の 等 し い 5 個 体 の 各節問 長 を測定 し，5 個体 の 平均

値 で 検 討 し た。

　　　　　　　　　 試 験 結 果

　播種 期 試験 ：データ は 2反復 の 平均値 で 示 し た （第 1

表）。 早播 に よ っ て 主茎長が 変動 したが，標準 で 長茎 の 品

種 は 早 播で も長茎 で あっ た （r ＝0，94＊り。寒冷地 品種 と

暖地 品種 で は早播 に対 す る反 応が 異 な り，前者 は や や 伸

長 が 抑 制 さ れ，後者 は伸長が 促進 さ れ た 。 寒冷地 品種 の

伸長抑制 は第 1節間長 と最長 節間 長 （最長節間長 を 中心

に そ の 前後 の 節間 も含 む。以下同 じ。〉の 仲長抑制 に 因 る

が ，最短 節間長 は逆 に 伸長 して い る （第 1 図 ）。一
方，暖

地 品種 の 伸長促進 は主 とし て 節数 の 増加 に 因 るが ， 最短

節間長 も や や増 加 し て い る 。 そ して最 長 節問 長 は ほ と ん

ど変ら な い が ， 第 1節間長 が激減 して い る （第 2 図）。 供

試 し た 暖地品種 は すべ て 秋大 豆 品種 で ， 7月 播 が 普 通 で

ある 。 す な わ ち ，
こ れ らの 品種 の極端 な 早播 に よ る 主 茎

長 の 増大 は 主 に 節数 の 増加 に 閃 る 。

　遮 光 試験 ；データ は 2 反 復 の 平 均値 で 示 し た （第 2

表 ）。主 茎 長 は 遮光 区 が 徒長 し た が ，無 処理 区で 長 茎 の 品

種 は 遮光区で も長茎 と な っ た （r ＝0．88＊ ＊

）。 遮光区 の 徒

長 は節数の 増加 お よび第 1節間長の 伸長促進 に 因 る が，

寒冷地 品種 と暖地品種 で は 徒長の 内容 に 若干違 い が み ら

れ る。寒冷地 品種 の 徒長 は 大 きい が，特 に 最長節間長 の

第 1 表 　播 種期処 理 に よ る 節 間長 の 変 動　（上982）

、　1卩．巨
王蚤阪 節 数 節 問 長〔  ）
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第 1 図　播 種 期 お よ び遮 光 処 理 に よ る節 間 長 の 変 動  

伸 長 率が 著 し い 〔第 1図 ）。一
方， 暖 地 晶種 の 伸 艮 は 第 1

節間の 伸長が 著 し い 反 面，最長節間長 は 変 りな か っ た 。

しか し ， 中位か ら E位 の 節 間長 は す べ て最長 節 間長 程度

に か な り徒長 し，最長 の 「⊥1が 2 ヵ所 み ら れ た （第 2 図）。

　栽 植 密 度 試 験 ；データ は 5 品種 2反 復 の 平 均 値 で 示 し

た （第 3表）。疎植区 は 標準区に 対 し，主茎長 が 短縮 し て

い る 。 こ れ は 主 に 最長節間長 の 短 縮 に 因る もの で ， 節数

お よび第 1 節間長 は ほ とん ど変化 して い な い 。　 ・
方，密

植区 は 標準区 に 対 し，主 茎 長が 徒長 し て い る。こ れ は 主

に最長 節間 長 の 伸長 に因 るが，最短節間長 もや や伸長 し

て い る。節数 お よ び 第 1節間長は ほ とん ど 変化が な い （第

3図）。

第 2 表　遮 光 処 理 に よ る節 問 長 の 変 動　 （1982）

主茎長 節 数 節 問 長（皿 〕
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、遮 元 区
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　 　 　 　 　 　 　 節　　　間

播種 期 お よ び 遮光処 理 に よ る節 間 長 の 変動 （2｝

第 3表 栽植密度処 理 に よ る 節 間長 の 変動

　　　　　　　　 （工984　：　5品種
天F均）

形質 主茎長 節　数 節 間　 長 伽 〕

処理 〔皿 ） 櫛 ） 第　 1 最 短　 最　長

疎 植 区
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　　　　　　　　　 考　 　　察

　播種期 の 早 晩 で 主 茎 長 が変動 したが ， 寒冷地 品種 と暖

地品 種の 問で 反応 に 差が み られ た 。寒冷地品種 を早 播 す

る と主 茎 長の 伸長が 抑制 され た が 主 と して 第 1節間長 と

最長節間長の 伸長抑制 に 因 る もの で あ っ た。前者 の 伸長

抑制は 早播 （5 月播）が 標準 （7月播） と比べ て 気温 が
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第 3 図　栽 植 密 度 処 理 に よ る 節 問 長 の 変動
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第 4 表　播種 期 を異 に した場合 の 生育 初期 の気象 条件

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1982）

τ雇函副 気 温 （℃ ）
降雨 量 日照 時

理

　　　 1

（月 ・旬）
最　　最　　平

高　　低 　　均 醍mm ） 間 （h）

早 5 月下旬 27．0　 14，0　 20．557 ．o ；
188 、5

播 1

区 6月 ド旬 27．7　 15．8　 21．824 ．065 ．6

標 7月 中旬 27．1　 22．6　 24．8651 ．24 ．3
準
区 7 月 下 旬 31．1　 22．0　 26．6367 ．465 ．8

低 く，土 壌水 分 （雨 量 ） が 少 な い ヒに，日照 が 多 か っ た

た め抑制 され た もの と推察 され る （第 4 表）。これ らの 品

種 は 寒冷地 で は 5 月播 き （標準）が 最 も長茎 と な り み月

播 き 〔晩 播 ） は節数 もi 茎 長 も減少す るの が
一

般 で あ る。

九 州で 寒冷地 品種 の 5 月 播 き で 主 茎 長 が な ぜ 減 少 し た の

で あ ろ うか。寒冷地 品 種 を夏大豆 と と もに 4 月に 播 い た

ら 夏大 豆 よ り早 く開花 した 経験が あ る。開花 の 時期 と茎

の 伸 長 とは 関連 が あ るの で ，
こ の あた ワは も うす こ し検

討す る 必要 が あ る と お もわれ る。一
方，暖地品種を早播

す る とt 茎 長 が伸 長 した が こ れ は節 数 が 増 加 した こ とに

よ る。早播 に よ っ て 長 日期間が 長 くな り栄養生長期間が

延 長 さ れ た た め と推 察 され る。第 1節 問 長 の 伸 長 は抑 制

さ れ た が ，こ れ は 寒冷地品種の 場合 と同様 の 理 由か ら と

推 察 され る。

　遮光 に よ り主茎長 は 徒長 した が ，寒冷地品種 と暖地 の

晶 種 問 に 反 応 の 差 が み ら れ た。徒 長 率 は 寒冷地 品種 が 著

し く高 く，特 に 最長節問長の 徒長率が 著 し い 。播種 は 5

月 な の で最長節間長 の 伸長期 は寒冷地 品種 に とっ て は か

な り の 高温 の 上 に 遮光が 作用 し て 徒長 を著 し くし た もの

と推察 され る 。

　 す な わ ち，寒 冷 地 品種 と 暖 地 品 種 で は 早 播 お よ び 遮 光

で，主 茎 長 の 伸長 に 反応の 差が 生 じ た が これ は，両地域

の 気 象 条件 （特 に 日長 と 気 温 ） に 反 応 し て それ ぞ れ適 し

た 品種 と な っ て お り，そ の 反応特性の 違 い が 表現 さ れ た

もの と解釈 され る。な お ，遮光 に よ り節数が 増加 したが

こ れ は ， 主 茎頂位節間が 徒長 し細 くな り，頂位節 の 上 に

81

あ る花梗 も徒長 し，こ れ が 主茎節数 と区別が つ か な くな

り，主 茎節数 と し て 数 え ら れ た こ と も
一

因 と思 わ れ る が，

卞因 は不明 で ， 各牛育ス テージ と環境条件が関係して い

る と思 わ れ る 。

　栽植密度の 疎密で 主 茎 長 の 伸長 は 変 動 し た が
，

こ れ は

主 に 最長節間を 中心 と し た 各節間長 の 変動 に 因る もの で ，

節数 や第 1 節間長 は ほ と ん ど変 化 が な い こ とが わ か っ た 。

疎植 で も密植で も第 1 節間長 の 変動 は 小 さ か っ た が，こ

れ は第 1節 問 の 伸 長 期 が 生 育初 期 で あ り，こ の 時期 は 密

度 に よ る 個体間の 競合が 少ない た め と推察 さ れ る 。　
一
方 ，

最 長 節 問 長 を中 心 とした 節 聞 の 変動 が大 きい の は，こ の

節間の 伸長期 は 生育中期で あ り，互 い に 密度効果 に よ る

競 合 が 激 し くな っ て い るか らで あ ろ う。

　 した が っ て ，密植 に よ る徒長 は 主 と して 個体間競合 ス

ト レ ス を回 避 し よ う とす る 結 果 生 じる 徒 長 で ， 遮 光 に よ

る 徒長 は 主 と し て 日照 不 足 に よ る もの で，内容 は や や 異

な る もの と推察 され る。

　　　　　　　　　 摘　 　　要

　 1　 播 種 期，遮 光 ，
お よ び栽 植 獅度 処 理 を 行 な い ，環

境変動 に よ る 主茎各節間長 の 変動を比較検討 した 。

　 2　 早 期 播 種 に よ り卞茎 艮 は変 動 した c 寒 冷地 品 種 は

第 1 節間長 と 最長節間長 の 短縮 に よ り，卞茎長 の 伸長が

抑制 さ れ ， 逆 に 暖 地品 種 は節数 が増加 して ，主 茎 長が 伸

長 し た。

　 3　 遮 光 に よ り主 茎 長 は 徒 長 した。こ れ は 第 1 節間 長

が 蓍し く伸長 し た こ と に 加 え て，特 に 寒冷地 品種 は 最長

節間長が 著 し く伸長 し，暖地 品種 は上 位 の 各節間長が相

対的 に 仲長 し た こ と に よ る。

　 4　 栽植密度の 疎密で 主 茎長 は変動 した が ， 主 と して

最 長 節 問 を中 心 と し た lt位 節 問長 の 変動 に よ っ た 。
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